
令 和 元 年 1 2 月 1 9 日 

一般社団法人 全国警備業協会 

都道府県警備業協会 各位 

 

重 大 労 災 事 故 速 報 （ N o . 5 ） 

（被災区分） 

重傷 
 
（被災者の属する企業） 

 

 

 

（被災者） 

 

 
 

 
（被災状況） 

発生日時・天候 令和元年 7月 30日（金） 午後 4時 50分頃  天候 晴 

発 生 場 所 新潟県新潟市東区松崎 歩道 

当 事 者 ①  被災警備員      

事 故 概 要 

①は、歩道ブロック工事現場において、同僚警備員とともに歩行者の交通誘導警備

業務に従事していた。 

業務終了後、駐車していた車（自家用車）に戻るため歩いていたところ、ふらふら

とし、そのまま歩道上に座り込んでしまった。一緒に歩いていた同僚が気付き声掛け

をしたところ、はじめは意識もあり言葉も話していたが、同僚が救急車の手配をして

いる間に急に意識がなくなり、一時、心肺停止状態になった。 

搬送された病院で治療中であるが、意識不明の重体である。 

現 場 略 図 

 

教 訓 事 項 

及び 

防 止 対 策 

○ 日常から健康管理には留意し、業務においても無理はしない。 

○ 熱中症は、急速な自然回復が困難であるため、状況によってはすぐに 119番通報

を行う。 

○ 熱中症対策グッズを活用する。 

備 考 
 熱中症対策として、塩飴、飲料水等を用意し、水分補給、休憩について口頭と張り

紙で指導していた。 

 

所在都道府県 業務上の分類 従業員数 

新潟県 2号 29名 

性別 年齢 経験年数 警備業関係取得資格 

男 72 3ヶ月 なし 


